








要約:小児慢性腎不全保存期患児 12 例を対象に DEQCT により腰椎骨Ｌ3 の骨塩量を測定し

た。血清クレアチニン値が 5.0 ㎎/dl 以下の 8 例の骨塩量は正常群と同様であったが,血

清クレアチニン値が 5.0mg/dl 以上の 4 例の骨塩量は海綿骨皮質骨ともに正常より高値で

ある場合が多く,海綿骨にその傾向が強かった。この 4 例の骨塩量は活性型ビタミン D 投

与により増加し,骨硬化となる場合があり,活性型ビタミン Dは慎重に行うべきものと思わ

れた。


